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令和 7 年度 市長会一般会計・特別会計事業報告（概要版） 

 

一般会計事業 

 

１ 活力にあふれる圏域づくり【産業振興】                     

 

① 圏域企業の産業連携支援事業 

（１）圏域内企業情報データベースの充実、圏域内企業のビジネスマッチング ＜資料１ P.3＞ 

◆ビジネスマッチング商談・展示会 2025in 出雲の開催 

     ・日時：10月 23 日（木）※対面式 

     ・会場：出雲市 出雲だんだんとまとアリーナ 

・商談参加企業数：218社 

   ・当日商談件数：429 件 

 

【ビジネスマッチング商談会実績】 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

参加企業(社) 291 163 163 196 179 157 168 

商談件数(件) 663 318 263 479 438 345 429 

開催地 出雲市 オンライン 松江市 米子市 安来市 出雲市 

                       

（２）産学・医工連携事業 ＜資料１ P.5＞ 

◆「中海・宍道湖・大山圏域産学･医工連携推進協議会」の解散 

 令和 7年 8月 5 日の臨時総会にて解散を決議。令和 7年 9 月 30 日をもって協議会を解散、

HP を閉鎖。平成 28 年度から令和 7 年度までの活動記録集を市長会 HPに掲載。 

 

【実施状況】 

 

 

 

     
 

※医療機関からのニーズに対する既製品の紹介、圏域外企業と部材調達ニーズに対する圏域企業の面談調整を含む 

  

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

① 実用化件数 0 3 2 1 0 0 
実績 

なし 
② 相談件数 113 55 137 145 125 131 

③ マッチング成立件数※ 6 5 7 18 19 3 

資料 2 
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② 圏域内企業の海外展開支援事業 

（１） 海外商談会参加等支援事業 ＜資料１ P.7＞ 

◆海外商談会参加等支援補助金の交付 

   実績：9事業所に対し 1,099 千円の補助金を交付（台湾 6件、韓国 3 件） 

【補助金交付実績】 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

補助事業者数 18 5 13 15 5 16 

補助金額（千円） 2,898 663 1,818 2,834 308 1,364 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

補助事業者数 0 0 25 11 8 9 

補助金額（千円） 0 0 3,600 1,552 1,062 1,099 

 

（２） インドとの経済交流事業 ＜資料１ P.8＞ 

◆インド・ケララ州からの短期インターンシップ事業 

インド・ケララ州の大学生（６名・コチ理工大学／ラジャギリ工業技術大学／SCMS） 

<受入スケジュール> 

令和 7年 7 月～令和 8年 1 月 ：インターンシップ候補者の日本語教育実施 

令和 7年 11月        ：日本語試験実施、招聘者を決定 

令和 8年 1 月 24 日～2月 8 日：インターンシップ実施 

◆島根大学交換留学生の長期インターンシップ事業 

インド・ケララ州の理工系分野の大学生（コチ理工大学／ラジャギリ工業技術大学／

SCMS） 

<令和 7 年度受入（5 名）> 

      令和 6 年度に選抜したインターンシップ生を令和 7年 10 月～令和 8年 3月に受入 

     <令和 8 年度受入（5名 うち 1 名辞退）> 

令和 7年 12月：インターンシップ生 5名決定（令和 8年 5 月体調を理由に 1 名辞退） 

令和 7年 12月～令和 8年 9 月：インターンシップ候補者の日本語教育実施 

令和 8年 10月～令和 9年 3 月：令和 8 年度長期インターンシップ実施予定 

 

【実施状況】 

※（）内はコロナで来圏できなかった内人数 

 

 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 計 

①IT 人材短期インターン

シップ受入れ人数 
11 10 14 (12) - (6) 5 5 7 6 

76 

(18) 

②IT 人材短期インターンシ

ップ就職者数 
- 1 4 0 0 2 0 3 3 1 14 

③長期インターンシップ受入

れ人数 
- - - - - (4) 0 3 0 5 

12 

(4) 

④長期インターンシップ就職

者数 
- - - - - 0 1 1 2 0 4 
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◆インドとの MOU 更新 

   5市の首長らが経済界の代表とともに訪印し、平成 27年 12月にケララ州政府と締結したMOU

を更新。 

訪印日程 ：令和 7 年 10 月 14 日～19 日 

主な訪問先：在インド日本国大使館（デリー）、ジャパンメラ及び MOU 調印式（コチ）、シン

タイト・スパイス工場（コチ）、ラジャギリ病院（コチ）等 

訪印団構成：中海・宍道湖・大山圏域市長会、中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会、山陰

インド協会、ジャパンメラ出展者 

 

（３）台湾との経済交流事業（新しい地方経済・生活環境創生交付金（第 2世代交付金））  

＜資料１ P.10＞ 

◆販売戦略、商品・製品・サービス開発に向けた支援      

    利用実績：台湾市場基礎調査 4社、台湾進出個別相談 3社 

 

◆台湾輸出商談会（ビジネスマッチング）の開催      

     日時：令和 7年 10月 23日（木） 

場所：出雲だんだんとまとアリーナ 

     参加：圏域内企業 17社、台湾バイヤー2 社、 

日本国内商社 2社 

     結果：圏域内企業 3 社が成約（「台湾 SOGO 日本物産展」への出展） 

 

◆台湾輸出商談会及びフード台北向けの台湾基礎セミナー 

    日時：令和 7年 10月 1 日 

    講師：日本貿易振興機構（ジェトロ） 

鳥取貿易情報センター 小林紘之 所長 

    参加企業：10社 

 

◆フード台北 2025 への参加企業支援      

    出展企業：2社（松江市：中浦食品㈱、㈱なかたか） 

期間  ：令和 7 年 6月 25 日～28日 

結果  ：中浦食品㈱：成約 2 件、㈱なかたか：成約 1 件。 

 

◆台北温泉祭での圏域情報発信 

    期間 ：令和 7年 10月 30日～11 月 3日 

    場所 ：MRT 新北投駅周辺(台北市) 

参加者：米子市伊木市長、米子市観光課、皆生温泉旅館組合、圏域観光局 

延べ来場者数：290 万人以上 

 

◆春節前建国花市での情報発信 

 期間 ：令和 8 年 2月 7 日～11 日 

場所 ：建国假日花市(台北市) 

参加者：上定会長、松江市議会、松江市農政課、新産業創造課、国際観光課、米子市商工課、
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米子市企業（株式会社静香園、株式会社幸一）、境港市水産商工課、境港総合技術高等

学校、境港市企業（有限会社梅崎水産）、圏域市長会・観光局 

延べ来場者数：25 万人（5 万人/日×5日） 

 

◆台湾大学生インターンシップ受け入れ事業 

令和 7年 4 月 ：インターンシップ協力企業、大学協議 

令和 7年 10月：募集開始 

令和 7年 12月：参加者決定、三者(市長会・大学・学生)契約を締結 

令和 8年 7 月 ：インターンシップ実施 

 

◆TJPO 圏域連携プロジェクト 

TJPOの圏域訪問 

 期間：令和 7年 5月 11 日～14 日（訪問視察は 5 月 12 日、13日） 

 訪問機関：圏域企業、行政機関、学校、産業支援組織等、計 24 団体(事務局含む)を訪問 

 

台湾スマートソリューション商談会・展示会 2025 in 米子 

期間：令和 7年 11月 19 日、20 日 

場所：米子コンベンションセンター 1F 情報プラザ 

参加企業：台湾 IT 企業 8 社、マッチング企業・団体 24社 計 47商談 

 

➂ 山陰いいものマルシェプロジェクト 

（１）山陰いいものマルシェプロジェクト ＜資料１ P.13＞ 

◆「山陰いいものマルシェ in 松江」の開催 

開催日：11 月 22 日（土） 9：30～16：00 

     会 場：松江駅北口周辺（ほこみち）シャミネやくもロード 

     概 要：39店舗の出店、13,000 人の来場 

第 10 回の開催、今回で５市持ち回り開催は終了 

 

２ 次世代につなぐ圏域づくり【環境の充実】                     

 

① 自然環境の保全・活用事業 ＜資料１ P.15＞ 

（１） 自然環境の豊かさ・保全に係る普及啓発 

◆子ども探検スクールの開催 

＜夏企画＞  

○安来会場【8月 2 日（土)】伯太発電所、伯太中央交流センター 

 参加 29 名/14 組（申込 56 名/25 組） 

○松江会場【8月 9 日(土)】宍道湖観光遊覧船「はくちょう号」 

 参加 30 名/13 組（申込 204名/90組） 

○出雲会場【8月 10 日(日)】トキ学習コーナー、トキ公開施設 

 参加 22 名/10 組（申込 65 名/29 組） 

○境港会場【8月 23 日(土)】合同会社 境港エネルギーパワー  

 参加 27 名/12 組（申込 35 名/27 組） 
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○大山会場【8月 30 日(土)】サントリー奥大山ブナの森工場 

 参加 35 名/14 組（申込 93 名/40 組） 

 

＜冬企画＞ 

○宍道湖会場【1 月 17日(土)】宍道湖グリーンパーク・斐伊川河口 

 参加予定 16 名/8組（申込 20 名/9組） 

○松江会場【1月 24 日(土)】松江堀川遊覧船  悪天候のため中止 

           （申込 71 名/31 組） 

○米子会場【1月 31 日(土)】米子市クリーンセンター・内浜処理場 

 参加予定 15 名/7組（申込 20 名/9組） 

 

◆ブルーカーボン研修会の開催 

 日 時：令和 7 年 12月 25 日（火） 

 場 所：玉湯公民館２F 

 講 師：認定NPO 法人 自然再生センター理事長 松本一郎 氏 

 対 象：圏域各市企画・環境・水産担当者等  

 参加者：28名（うち 2 名オンライン受講） 

 

◆ラムサール条約登録 20 周年記念 水と鳥のフォトラリー 

 内容 ：デジタルスタンプラリー 

 期間 ：令和 7 年 11月 16 日～令和 8 年 2 月 28 日 

 委託先：ガリレオスコープ 

 概要 ：圏域５市の水や鳥に関するポイントをめぐり、中海・宍道湖の環境について学習 

抽選により景品贈呈 

結果 ：参加登録者数 86 人／スタンプ獲得人数 58 人 

 

◆第 9 回中海バイク＆ラン+（プラス） 

主催：島根県、鳥取県 共催：中海・宍道湖・大山圏域市長会 

期日：令和 7年 11 月 1日（土）～24日（月） 

場所：境夢みなとターミナル 

参加：163 名（参加費無料） 

内容：スマートフォンの GPS 機能を利用したスタンプラリーを開催。チラシを提供 

 

３ ともに歩む圏域づくり【連携と協働】                     

 

① 圏域情報の共有・発信 ＜資料１ P.19＞ 

（１）圏域内外へのエリアプロモーション 

◆ホームページ運営 

◆圏域各市市報への掲載 

 

② 圏域内の連携・交流推進 ＜資料１ P.20＞ 

（１）圏域内の連携・交流推進  

◆中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会との連携推進 
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〇8 月 5 日（火）合同勉強 

 講師：出雲の國「社寺縁座の会」座長・一畑薬師管長 飯塚大幸氏 

 演題：「ご縁の道・心の旅 ～中海・宍道湖・大山圏域の魅力～」 

○2 月 10 日（火） 

日本航空株式会社 常務執行役員 西日本支社長     宮坂 久美子 氏  

全日本空輸株式会社 上席執行役員 営業センター長   原 雄三 氏 

株式会社フジドリームエアラインズ 取締役営業本部 営業本部長  山田 潤 氏 

株式会社ジェイキャスエアウェイズ 代表取締役       梅本 祐紀 氏 

演題「インバウンドで華やぐ圏域 航空ネットワークと地域観光の未来」 

～山陰のポテンシャルをどう最大化するのか～ 

 

◆圏域内インフラの整備促進【要望活動等】 

 ○中海・宍道湖 8 の字ルート整備推進会議 

・5 月 14 日  中海・宍道湖 8 の字ルート整備推進会議総会 

・7 月 17 日、10 月 22日 国土交通省に対する要望活動 

・10 月 22 日 中海・宍道湖 8 の字ルート整備促進総決起大会 

・1 月 31 日 中海・宍道湖８の字ルートシンポジウム 

〇中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議 

・5 月 14 日 中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議総会 

・7 月 17 日、11 月 12日 中央要望 

・10 月 21 日 整備推進会議研修会 ホテル一畑 

・3 月 30 日 ロゴマークの決定 

〇境港整備に係る要望活動 

・8 月 28 日、11 月 17 日、2 月 18 日 国土交通省港湾局及び地元選出国会議員への要望活動 

・3/8 境港外港昭和南地区国際物流ターミナル着工式典 

     ○中国横断自動車道岡山米子線(蒜山 IC～境港間)整備促進総決起大会 

・11 月 7 日 中国横断自動車道岡山米子線（蒜山 IC～境港間）整備促進総決起大会を共催 

 

（２）人材育成の共同化  

◆官民が連携した人材育成研修の実施 

     〇山陰まんなか未来創造塾の開催 

日時：令和 8 年３月 10日（火） 

場所：松江商工会議所 

講義：ゼロからの挑戦～楽天イーグルス創設に学ぶ突破力。 

仕事の壁にぶつかったとき、 私が必ずやってきたこと～ 

講師：池田敦司 氏（一般社団法人大学スポーツ協会(UNIVAS)専務理事/仙台大学教授） 

参加：圏域の企業・団体・自治体に勤務する社員や職員等約 30 名 

 

〇発明楽普及支援事業の実施 

名  称：第 7 回発明楽コンテスト（高校生による発明案プレゼンテーションコンテスト） 

開催日程：3 月 25 日（水）14:00～17:00 

開催場所：鳥取大学医学部記念講堂 
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主  催：発明楽コンテスト実行委員会（鳥取大学医学部附属病院、BSS 山陰放送） 

応募資格：高等学校に在籍する生徒 1～5 名（複数案応募可） 

募集内容：困っている課題を解決し、まわりの人が笑顔や幸福（Well-Being）になれるアイ

デア 

応募総数（チーム総数）：鳥取県 8 校（27 チーム）、島根県 3校（4チーム） 

計 11 校（31チーム） 総勢 103 名の高校生参加 

このうち最終審査に圏域から、3 校（米子東高校・米子西高校・   

米子北高校）が出場 

 

（３）文化・スポーツ交流促進事業 

◆「～トップアスリートとあそぼう～第７回キッズふれあいスポーツフェスティバル」の開催 

〇圏域の小学生とその保護者を対象とした、圏域のプロスポーツチームの選手等とのスポーツ 

日 時：令和 8年 2月 21 日（土） 

場 所：出雲だんだんとまとアリーナ 

      参加者：80 名 40 組の親子 

 

◆イベント交流事業への補助               

〇各市で開催されるイベントにおける伝統芸能の披露など交流事業へ補助金を交付 

イベント名称 イベント会場 招致団体（団体住所） 開催日 

第 27 回やすぎ刃物まつり 安来市 まつえ若武者隊 3名（松江市） 10/4～5 

松江水燈路 松江市 尼子太鼓振興会（安来市） 10/19 

第 42 回よどえ夢まつり 米子市 まつえ若武者隊（松江市） 10/19 

 
 
 

 

 

 

 

 

（４）移住・定住等促進事業  

◆婚活事業による移住・定住の促進に向けた取組  

【イベント概要】 

・GO! MAGIC! スサマジ観戦×交流DAY1 

   日時：1月 24日（土）12:00～18:00 

   内容：アイスブレイク、スサマジ試合観戦 

 参加者：男性 12 名 女性 10名  

カップリング数：7 組 

・GO! MAGIC! スサマジ観戦×交流DAY2 

   日時：2月 14日（土）10:00～16:30 

 内容：アイスブレイク、スサマジ試合観戦  
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   参加者：男性 9名 女性 8名 

カップリング数：6 組 

 

◆首都圏大学との圏域キャンパス事業 

   〇東京大学が実施する体験活動プログラムに参加し、学生に対しフィールドワークを実施した 

体験活動プログラム ３名参加 

・活動テーマ：ラムサール条約湿地「宍道湖」・「中海」で水環境と生態系保全を考える 

・フィールドワーク日時：8 月 19 日（火）～23日（土） 

   ・活動内容 

宍道湖漁協及び中海漁協等に協力を頂き、宍道湖や中海から 

得られる恵について体験（漁、資源保護活動、食等）。 

あわせて、地域住民の湖に対する想いに触れるため、漁師等 

との意見交換を行った。 

 

◆島根大学・若者を共に育てるプロジェクト 

  〇各市から課題を提供し、課題解決のためのフィールドワークを実施 

   イノベーション創成セミナーⅠ 76 名参加 

各市担当者からの授業とフィールドワークを通して、5 市のカーボンニュートラル等の環

境保全に係る取組を学び、学生目線での地域人材育成コースパンフレットを作成した。 

   （ア）授業への参加（5 月 9 日、5 月 16日、6 月 6 日、6 月 14 日、6 月 27 日） 

   （イ）フィールドワーク（6 月 14 日） 

 

② 安心して暮らすことのできる環境づくり事業 ＜資料 1 P.30＞ 

（１）防災対策の充実  

◆構成市町村の防災担当課による連絡協議会開催 

 ・連絡協議会の開催〔11 月 20 日（木） 会場：出雲市平田行政センター〕 

 ・通信訓練の実施〔3月 18 日（水）会場：各自治体執務室〕 

  

◆各市間で融通し使用する防災資機材の購入 

 ・携帯トイレ、USB充電ステーション 
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特別会計事業 

環日本海貨客船航路就航支援補助金 

環日本海定期貨客船航路は、DBS クルーズフェリーにより平成 21 年から境港 

と東海間で運航されていたが、令和元年 11 月に運休、令和 2年 4 月には韓国海 

洋水産部へ運航免許返納され、令和２年度以降は航路が無かった。 

令和６年 8 月からトゥウォン商船㈱（本社：東海市）が境港と東海間の定期 

貨客船運航を開始した。 

補助金相手方：環日本海経済活動促進協議会 

補助率等  ：１航次につき、運航経費のうち固定経費の１/10（上限 1,000 千円） 

負担割合  ：鳥取県 7/10、市長会 3/10 

実 績   ：1,000 千円×45航次×3/10 ＝ 13,500 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


